
ＳＤＧｓ（エスディジーズ）に関する市の考え方について 

 
●ＳＤＧｓとは，２０１５年９月の国連サミットにおいて全会一致で採択された， 

２０３０年を期限とする国際社会全体の開発目標で，「誰一人取り残さない」 

社会の実現を目指し，経済・社会・環境をめぐる広範な課題に統合的に取り組む 

こととされている。 

●ＳＤＧｓには，１７のゴール（目標）と，その下位目標である１６９のターゲッ 

トが設定されており，さらにその下には，目標達成に向けた進捗状況を測るため 

の約２３０のインディケーター（指標）が提示されている。 

●ＳＤＧｓには，以下の５つの特徴がある。 

①普遍性：先進国を含め，全ての国が行動 

②包摂性：人間の安全保障の理念を反映し，「誰一人取り残さない」 

③参画型：全てのステークホルダーが役割を 

④統合性：社会・経済・環境に統合的に取り組む 

⑤透明性：定期的にフォローアップ 

 

行 政 

●「第２期館山市まち・ひと・しごと創生総合戦略」や「後期基本計画」に 

おいて，ＳＤＧｓの理念を反映させ，総合戦略や基本計画に位置付ける各 

種施策とＳＤＧｓの各ゴール（目標）を関連付けることにより，双方にど 

ういう関連・繋がりがあるのかを確認・整理するとともに，各種施策の推 

進がＳＤＧｓの目標達成につなげられるようにしていきたい。 

●自治体によるＳＤＧｓは，人口減少や地域経済縮小の克服，将来にわたる 

成長力の確保を目指す地方創生の趣旨に合致しており，ＳＤＧｓの推進に 

よって，人々が安心して暮らせるような，持続可能なまちづくりと地域の 

活性化を実現することができれば，まさに，地方創生の目標達成に資する 

ものであると考えている。 

user
スタンプ



●市では，ＳＤＧｓの達成に向けた取組と，より一層の地方創生につなげる 

ことを目的に，多様な関係者とのパートナーシップを深める官民連携の場 

として，内閣府が設置した「地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフォー 

ム」に令和元年６月から参画しているところである。 

企 業 

●平成 30 年 12 月にＳＤＧｓ推進本部が発表した「ＳＤＧｓアクションプラ 

ン２０１９」において，企業が長期的な視点を持ち，経営戦略にＳＤＧｓ 

を取り込む「ＳＤＧｓ経営」というキーワードが盛り込まれ，また，令和 

元年５月には，経済産業省が，企業がいかにしてＳＤＧｓ経営に取り組ん 

でいくか，投資家はどのような観点で企業の取組を評価するのか等を整理 

した「ＳＤＧｓ経営ガイド」を取りまとめている。この中で，ＳＤＧｓの 

実現のためには，企業の参加は必要不可欠であり，ＳＤＧｓに取り組むこ 

とは企業価値を高め，社会課題の解決に貢献し，逆に，取り組まないこと 

は企業の持続可能性を揺るがすリスクをもたらし，企業価値を下げる旨の 

指摘がなされている。 

●館山青年会議所において，日本青年会議所公認のＳＤＧｓアンバサダーの 

方を講師とするＳＤＧｓセミナーを開催するなど，ＳＤＧｓを社会改善目 

標としてだけではなく，ビジネスチャンスとして捉え，企業経営の参考と 

する取組が既に展開されており，また，市内の多くの企業が中小企業であ 

ることから，今後，館山商工会議所などの各種経済団体や企業，館山青年 

会議所などのまちづくり団体等との連携を深めながら，ともにＳＤＧｓを 

推進していきたいと考えている。 

市 民 

●将来にわたって持続可能な社会を実現するため，「誰一人取り残さない」 

というＳＤＧｓの崇高な理念を市民の皆様に広く知ってもらい，その後の 

実践につなげていくことが重要であると考えている。 

●市では，その旗振り役を務めることが，自治体の果たすべき大きな役割の 

一つであると認識しており，「後期基本計画」の策定に当たり，今年度に 

実施する予定の市民意識調査等の機会を捉えて，市民のＳＤＧｓに対する 

認知度や関心度について把握し，今後の取組の方向性を検討していきたい 

と考えている。 

●「第２期館山市まち・ひと・しごと創生総合戦略」や「後期基本計画」の 

概要等について，広報紙やホームページ等に掲載する際に，ＳＤＧｓを推 

進する意義や館山市の施策との関連性について整理するなど，ＳＤＧｓの 

周知・啓発に努めていきたいと考えている。 

 


